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  （百万円未満切捨て）

１．2019年６月期第２四半期の業績（2018年７月１日～2018年12月31日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年６月期第２四半期 299 △30.4 △94 － △52 － △30 － 

2018年６月期第２四半期 430 － 103 － 105 － 63 － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年６月期第２四半期 △5.27 － 

2018年６月期第２四半期 12.43 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年６月期第２四半期 2,438 2,084 85.4 

2018年６月期 2,520 2,105 83.5 
 
（参考）自己資本 2019年６月期第２四半期 2,084 百万円   2018年６月期 2,105 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

2019年６月期 － 0.00      

2019年６月期（予想）     － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．2019年６月期の業績予想（2018年７月１日～2019年６月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,408 39.5 404 65.9 441 58.0 294 68.5 50.93 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年６月期２Ｑ 5,831,000 株 2018年６月期 5,775,000 株 

②  期末自己株式数 2019年６月期２Ｑ 20 株 2018年６月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年６月期２Ｑ 5,799,776 株 2018年６月期２Ｑ 5,120,000 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、企業収益が緩やかな回復基調で推移する一方、相次いだ自然災害

や国内金融市場の変動により先行きの不透明感が懸念されており、米国の保護主義的な通商政策による貿易摩擦の

影響がアジア圏に広がっていることも懸念材料となっております。

このような経済環境のなかで当社は、オプティカル事業及びライフサイエンス・機器開発事業という独自の技術

を利用した二つの事業により、営業基盤の強化と拡充に努めてまいりました。 

 この結果、当第２四半期累計期間における経営成績は、売上高299,950千円（前年同四半期比30.4％減）、営業

損失94,435千円（前年同四半期は103,846千円の営業利益）、経常損失52,355千円（前年同四半期は105,366千円の

経常利益）、四半期純損失30,596千円（前年同四半期は63,623千円の四半期純利益）となりました。

 

セグメントの経営成績は、次の通りであります。 

（オプティカル事業) 

当第２四半期は、アメリカ（施設：LCLS、LCLSⅡ）向け、中国（施設：SSRF、SXFEL）向け、台湾（施設：TPS）

向けの売上が業績を牽引しました。当事業年度は、第４四半期に売上が偏重すると見込んでおり、その中でも、放

射光施設や自由電子レーザー施設の新設が進むアメリカや中国向けの割合が大きくなると見込んでおります。 

また、オプティカル事業は全て受注生産であり、受注から納品までのリードタイムが長く製品単価が高いことも

あり、売上の計上時期が偏重するという特徴があります。 

当第２四半期末における受注残高は956,582千円であり、当事業年度の売上として計画している殆どの案件につ

いて受注済みであります。当第２四半期は、第１四半期に引き続き主に製造活動に注力してまいりました。 

この結果、売上高は234,137千円（前年同四半期比35.5％減）、セグメント利益は55,177千円（前年同四半期比

73.2％減）となりました。 

 

（ライフサイエンス・機器開発事業) 

当第２四半期は、機器開発事業における新規案件の売上が業績を牽引しました。本案件は国内大手企業からの

製造装置の受託開発であり、本売上は、当社の保有するプラズマCVM技術（表面ナノ加工技術）を利用した量産向

け製造装置の試作開発に関するものであります。今後は量産製造装置の製作に向けた開発を引き続き進めてまい

ります。その他、前事業年度は販売実績が無かったCellPetⅡの売上も業績に寄与しました。 

また、当事業年度は、CELLFLOAT®システムを用いた汎用型機器（CellPet 3D-iPS、CellPet FT）から機器開発

事業における受託生産品に、販売構成のシフトを図っております。 

当第２四半期末における受注残高は19,729千円であります。機器開発事業は主に受注生産ではあるものの、受

注から納品までのリードタイムがオプティカル事業のようには長くならないという特徴があります。 

この結果、売上高は65,812千円（前年同四半期比2.6％減）、セグメント損失は35,596千円（前年同四半期は

11,052千円の損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

（資産） 

当第２四半期会計期間末における流動資産は1,074,187千円となり、前事業年度末に比べ846,918千円減少いた

しました。これは主に、仕掛品が54,968千円増加した一方で、現金及び預金が773,213千円及び売掛金（主にオプ

ティカル事業関連）が120,983千円減少したことによるものであります。固定資産は1,364,067千円となり、前事

業年度末に比べ764,757千円増加いたしました。これは主に、機械及び装置が74,140千円増加、新社屋の建築費の

分割前払い等により有形固定資産（その他）が172,494千円増加、及び合同運用指定金銭信託の取得により投資有

価証券が500,000千円増加したことによるものであります。 

この結果、総資産は2,438,254千円となり、前事業年度末に比べ82,161千円減少いたしました。 

 

（負債） 

当第２四半期会計期間末における流動負債は245,745千円となり、前事業年度末に比べ46,539千円減少いたしま

した。これは主に、前受金（主にオプティカル事業関連）が45,387千円増加した一方で、未払法人税等が75,684

千円減少したことによるものであります。固定負債は108,145千円となり、前事業年度末に比べ14,672千円減少い

たしました。これは主に、長期借入金が13,500千円減少したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は353,890千円となり、前事業年度に比べ61,211千円減少いたしました。 
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（純資産） 

当第２四半期会計期間末における純資産合計は2,084,364千円となり、前事業年度末に比べ20,949千円減少いた

しました。これは主に、新株予約権（ストックオプション）の行使により、資本金が4,869千円及び資本準備金が

4,869千円増加した一方で、四半期純損失を30,596千円計上したことによるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ773,213

千円減少し、786,912千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は8,341千円（前年同四半期は47,307千円の獲得）となりました。これは主に、税

引前四半期純損失52,541千円の計上、減価償却費26,943千円の計上、売上債権の減少128,567千円、たな卸資産の

増加31,529千円及び、法人税等の支払い76,430千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は773,550千円（前年同四半期は11,064千円の使用）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出273,250千円及び投資有価証券の取得による支出500,000千円によるものでありま

す。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は6,013千円（前年同四半期は22,298千円の使用）となりました。これは主に、長

期借入金の返済による支出15,660千円及び新株予約権の行使による株式の発行による収入9,739千円によるもので

あります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想については、平成30年８月10日の「平成30年６月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想に

変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
（2018年６月30日） 

当第２四半期会計期間 
（2018年12月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,560,125 786,912 

電子記録債権 7,583 － 

売掛金 251,667 130,683 

商品及び製品 35,355 15,013 

仕掛品 12,043 67,012 

原材料及び貯蔵品 14,391 11,294 

その他 39,940 63,272 

流動資産合計 1,921,106 1,074,187 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 196,478 191,402 

機械及び装置（純額） 81,116 155,257 

土地 250,570 250,570 

その他（純額） 52,586 225,081 

有形固定資産合計 580,751 822,312 

無形固定資産 4,122 3,752 

投資その他の資産    

投資有価証券 － 500,000 

その他 14,435 38,003 

投資その他の資産合計 14,435 538,003 

固定資産合計 599,310 1,364,067 

資産合計 2,520,416 2,438,254 

負債の部    

流動負債    

買掛金 17,316 23,695 

1年内返済予定の長期借入金 30,360 28,200 

未払法人税等 82,324 6,639 

前受金 84,110 129,497 

賞与引当金 8,661 10,197 

その他 69,511 47,514 

流動負債合計 292,284 245,745 

固定負債    

長期借入金 106,500 93,000 

資産除去債務 12,077 12,175 

その他 4,240 2,970 

固定負債合計 122,817 108,145 

負債合計 415,102 353,890 

純資産の部    

株主資本    

資本金 812,247 817,117 

資本剰余金 772,247 777,117 

利益剰余金 520,819 490,223 

自己株式 － △92 

株主資本合計 2,105,314 2,084,364 

純資産合計 2,105,314 2,084,364 

負債純資産合計 2,520,416 2,438,254 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 2017年７月１日 
 至 2017年12月31日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 2018年７月１日 

 至 2018年12月31日) 

売上高 430,858 299,950 

売上原価 112,156 115,923 

売上総利益 318,702 184,026 

販売費及び一般管理費 214,855 278,462 

営業利益又は営業損失（△） 103,846 △94,435 

営業外収益    

受取利息 11 24 

保険解約返戻金 1,570 － 

補助金収入 － 36,865 

受取技術料 1,555 1,555 

商標権譲渡益 400 － 

その他 600 3,890 

営業外収益合計 4,138 42,335 

営業外費用    

支払利息 360 243 

固定資産除売却損 95 － 

為替差損 162 － 

株式公開費用 2,000 － 

その他 － 12 

営業外費用合計 2,618 255 

経常利益又は経常損失（△） 105,366 △52,355 

特別損失    

減損損失 3,489 185 

特別損失合計 3,489 185 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 101,876 △52,541 

法人税、住民税及び事業税 23,642 1,454 

法人税等調整額 14,610 △23,399 

法人税等合計 38,252 △21,945 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 63,623 △30,596 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 2017年７月１日 
 至 2017年12月31日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 2018年７月１日 

 至 2018年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△） 
101,876 △52,541 

減価償却費 28,161 26,963 

減損損失 3,489 185 

賞与引当金の増減額（△は減少） 498 1,536 

受取利息及び受取配当金 △11 △25 

支払利息 360 243 

為替差損益（△は益） 259 1,991 

株式公開費用 2,000 － 

補助金収入 － △36,865 

売上債権の増減額（△は増加） △34,240 128,567 

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,418 △31,529 

前払費用の増減額（△は増加） △2,404 4,402 

未収消費税等の増減額（△は増加） 14,331 △24,659 

仕入債務の増減額（△は減少） 3,298 6,378 

未払金の増減額（△は減少） △3,540 △4,115 

未払費用の増減額（△は減少） △10,092 △17,438 

前受金の増減額（△は減少） △101,694 51,436 

預り金の増減額（△は減少） 2,979 5,033 

前受収益の増減額（△は減少） △1,425 △1,425 

その他 3,054 △3,987 

小計 18,319 54,150 

利息及び配当金の受取額 11 25 

利息の支払額 △323 △218 

法人税等の支払額 △521 △76,430 

法人税等の還付額 29,821 － 

補助金の受取額 － 30,816 

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,307 8,341 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △12,077 △273,250 

無形固定資産の取得による支出 △2,280 － 

投資有価証券の取得による支出 － △500,000 

保険積立金の積立による支出 △2,496 － 

保険積立金の解約による収入 5,272 － 

その他 517 △300 

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,064 △773,550 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △20,298 △15,660 

株式公開費用の支出 △2,000 － 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 9,739 

その他 － △92 

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,298 △6,013 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △259 △1,991 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,684 △773,213 

現金及び現金同等物の期首残高 300,026 1,560,125 

現金及び現金同等物の四半期末残高 313,711 786,912 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。

 

 

（会計上の見積りの変更）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 2017年７月１日 至 2017年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

オプティカル 
事業 

ライフ 
サイエンス・ 
機器開発事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 363,260 67,597 430,858 － 430,858 

計 363,260 67,597 430,858 － 430,858 

セグメント利益又は損失（△） 205,845 △11,052 194,793 △90,947 103,846 

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費及び研究開発費等であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「オプティカル事業」セグメントにおいて、将来使用が見込めない遊休資産について減損損失を212千

円計上しております。 

 「ライフサイエンス・機器開発事業」セグメントにおいて、収益性の低下に伴う減損損失を3,277千円

計上しております。 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 2018年７月１日 至 2018年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

オプティカル 
事業 

ライフ 
サイエンス・ 
機器開発事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 234,137 65,812 299,950 － 299,950 

計 234,137 65,812 299,950 － 299,950 

セグメント利益又は損失（△） 55,177 △35,596 19,581 △114,017 △94,435 

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費及び研究開発費等であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

当第２四半期累計期間において、収益性の低下に伴う減損損失を「ライフサイエンス・機器開発事 

業」セグメントにおいて185千円計上しております。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期会計期間より、当社の事業展開、経営資源の配分、及び経営管理体制の実態等の観点から

管理区分の見直しを行った結果、従来細胞培養センターに関する費用を2016年４月の設立時より「ライ

フサイエンス・機器開発事業」として管理しておりましたが、事業規模が拡大し経営管理における重要

性が増してきていること、及び既存セグメントのいずれにも属さない将来に関する研究開発活動が多く

なっていることから、当該費用を全社費用として調整額に含めることに変更いたしました。 
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なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報は、当該変更後の報告セグメントの区分に基づき作成

しております。 
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